
様式第１号（第５条関係） 

  年   月   日  

 

宇佐市長 後藤 竜也 宛て 

住  所 〒     －    

                     

                   氏  名                 

                   電話番号    －     －      

 

うさ暮らし定住支援事業補助金交付申請書 

 

令和７年度うさ暮らし定住支援事業補助金の交付を受けたいので、うさ暮らし定住支援事業補助金

交付要綱第５条の規定により、関係書類を添えて申請します。  

 

１．対象事業  

□ 住 宅 取 得 支 援 事 業       □ 移住奨励金交付事業   

□ 空き家改修支援事業           (□ 賃貸契約型  □住宅取得型 ）         

□ 家財道具処分等支援事業         【加算項目】 

（□賃貸契約型  □バンク登録型）      □若年世帯加算   □子ども加算（  人） 

□ 起業支援事業             □孫ターン加算 □周辺地域加算（    地区） 

 ２．事業別交付申請額 

事 業 名 契 約 金 ・ 見 積 額 等 補 助 対 象 経 費 事 業 別 交 付 申 請 額 

住 宅 取 得 支 援 円 円 円 

移 住 奨 励 金 交 付 － － 円 

空 き 家 

改 修 支 援 
円 円 円 

家 財 道 具 

処 分 等 支 援 
円 円 円 

起 業 支 援 円 円 円 

合 計 円 円 円 

３．交付申請額 

                 円   



【添付書類】 

１. 事業計画書（様式第２号） 

２. 収支予算書（様式第３号） 

３. 誓約書（様式第４号） 

４. 確約書（様式第５号）（所有者等が申請者の場合に限る） 

５. 同意書（様式第６号）（移住者、借人が借受けた空き家を改修又は増築する場合に限る） 

６. 住民票の写し 

７. 戸籍の附票の写し等（住民票の写しで宇佐市外に５年以上居住していることが確認できない場

合に限る） 

８. 申請者及び移住後に同居予定の者（16歳未満の者を除く）の宇佐市及び移住前の住所地におけ

る市区町村民税等の滞納のない証明書（移住者、借人が申請者の場合に限る） 

９. 申請者の宇佐市及び住所地における市区町村民税等の滞納のない証明書（所有者等が申請者の

場合に限る） 

10. 住宅の購入又は貸借に係る契約書の写し  

11．その他市長が必要と認める書類 

12. 事業ごとの添付書類 

(１)住宅取得支援事業 

 ・設計図（平面図、立面図、配置図）の写し（新たに建設する居住の用に供する住宅に限る） 

 ・住宅の登記事項証明書又は固定資産税評価証明書（新たに建設する居住の用に供する住宅を除く） 

・事業着手前の写真又は取得住宅の写真 

(２)移住奨励金交付事業 

  ・祖父母の住民票（孫ターン加算がある場合に限る。） 

  ・祖父母との関係を証明する書類（孫ターン加算がある場合に限る。） 

(３)空き家改修支援事業、起業支援事業 

  ・施工業者の見積書（内訳が確認できるもの） 

  ・設計図（施工箇所が多数ある場合に限る。） 

  ・事業着手前の写真 

(４)家財道具処分等支援事業 

  ・事業計画書（様式第２号-２）（バンク登録型の場合に限る。） 

・処分業者等の見積書（内訳が確認できるもの） 

・事業着手前の写真 

 

※家財道具処分等支援事業（バンク登録型）は１、３、７及び 10は求めないものとする。 

  



 様式第２号（第５条、第７条及び第８条関係） 

事業計画（報告）書 

住 所 
移 住 前   

移 住 後 宇佐市 

移住先の住宅 □ 新 築    □ 空き家    □ その他 

住 宅 契 約 日 年   月   日 延 床 面 積 ㎡ 

移住（予定）日 年   月   日 

事 業 期 間 年   月   日 ～     年   月   日 

移 住 後 の 

世 帯 の 欄 

氏名 年齢 氏名 年齢 

     

     

     

     

     

移住前（後）の職業  

○空き家改修支援事業の欄 

施 工 業 者 

名称： 

住所： 

改 修 等 

内 容 

 

○家財道具処分等支援事業の欄 

処 分 業 者 等 
名称： 

住所： 

片 付 け 等 

内 容 

 

○起業支援事業の欄 

業 種 ・ 業 態  

起業（予定）日 年   月   日 

施 工 業 者 等 

名称： 

住所： 

改 修 等 

内 容 

 



様式第３号（第５条、第７条及び第８条関係） 

 

収支予算（決算）書 

１．収入の欄 

科目 金額（円） 内  訳（明細、積算根拠等） 

市補助金（Ａ） 

(移住奨励金の額

を除く) 

  

住 宅 取 得 支 援 事 業：     千円 

空 き 家 改 修 支 援 事 業：     千円 

家財道具処分等支援事業：     千円 

起 業 支 援 事 業：     千円 

自己資金    

合計    

 

２．支出の欄 

科目 金額（円） 内  訳（明細、積算根拠等） 

住宅取得費用   
  

空 き 家 

改 修 支 援 
  
  

家 財 道 具 

処 分 等 支 援 
 
 

起 業 支 援  
 

合計   

 

 

３．移住奨励金の額（Ｂ） 

            円  

４．市補助金の計（Ａ＋Ｂ） 

            円  

 

 

 

  



 様式第４号（第５条関係） 

年   月   日  

 

 宇佐市長 後藤 竜也 宛て 

 

【移住者】 

住  所                 

                   氏  名                 

 

誓  約  書 

 

私及び同居の家族は、次の事項について誓約します。 

 

１．転勤、出向等の職務上や大学進学等による一時的な転入者ではありません。 

２．入居予定の住宅の所有者又は管理者とは３親等以内の親族ではありません。 

３．暴力団等の反社会的勢力又は反社会的勢力と関係を有する者ではありません。 

４．入居予定又は入居する住宅に５年以上定住します。（住宅取得支援事業の場合に限る。） 

５．宇佐市に生活の本拠を置き、将来にわたって５年以上定住します。 

６．補助金の交付の決定を受けた日の属する年度と同一の年度内に補助事業を完了しま

す。 

７．私及び同居家族について、補助金交付の審査や事業完了後の定住状況等を把握するた

めに必要な住民登録の状況や納税状況等の情報を、宇佐市が調査することを承諾しま

す。 

８．建築基準法等各種関係法令を遵守して改修等を行います（空き家改修支援事業の申請

の場合に限る。）。 

９．宇佐市の移住定住の情報発信に協力します。 

10．改修等を行う空き家又は空き店舗を使用して５年以上継続して事業を行います（起業

支援事業の申請の場合に限る。）。 

11．上記の事項に違反があったとき又は申請に事実と相違することがあったときは、宇佐

市から受けた補助金を直ちに返還します。 

  



様式第５号（第５条関係） 

年   月   日  

 

 宇佐市長 後藤 竜也 宛て 

 

【所有者等】 

住  所                 

                   氏  名                 

 

確  約  書 

 

私は、次の事項について確約します。 

 

１．暴力団員又は暴力団若しくは暴力団員と密接な関係を持つ者ではありません。 

２．補助金の交付の決定を受けた日の属する年度と同一の年度内に補助事業を完了しま

す。 

３．建築基準法等各種関係法令を遵守して住宅の改修等を行います（空き家改修事業の

申請の場合に限る。）。 

４．補助金交付の審査するために、納税状況等の必要な情報を調査することを承諾しま

す。 

５. 補助事業終了後５年間は移住者の居住の用に供し、賃借した移住者又は借人は５年

以上当該物件に居住します。（家財道具処分等支援事業（バンク登録型）の場合は、こ

れを除く。） 

６．補助事業終了後５年間は移住者の居住の用に供し、事業終了後ただちに居住の用に

供しない場合は、移住者向けの賃貸可能な空き家として宇佐市空き家バンクに登録及び

広報することに同意します。（家財道具処分等支援事業（バンク登録型）の場合に限

る。） 

７．上記の事項に違反があったとき又は申請に事実と相違することがあったときは、宇

佐市から受けた補助金を直ちに返還します。



 


